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１ 訪問
ほうもん

系
けい

サービス 
 

  障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスについての基本的
きほんてき

な 考
かんが

え方
かた

に基
もと

づき、以下
い か

の視点
してん

に立
た

って、

必要
ひつよう

な訪問
ほうもん

系
けい

サービスを提 供
ていきょう

できるようサービス基盤
きばん

を整備
せいび

するとともに、質
しつ

の

向 上
こうじょう

に努
つと

めます。 

 ○ 障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じた質
しつ

の高
たか

いサービスを 障
しょう

がい種別
しゅべつ

にかかわらず提 供
ていきょう

す

るため、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の参 入
さんにゅう

を促進
そくしん

し、引
ひ

き続
つづ

きサービス基盤
きばん

の整備
せいび

に努
つと

めていき

ます。 

 ○ 個々
こ こ

のニーズに応
おう

じた適切
てきせつ

なサービス 提 供
ていきょう

に向
む

け、居宅
きょたく

介護
かいご

事業所
じぎょうしょ

などを

対 象
たいしょう

とした個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

作成
さくせい

研 修
けんしゅう

を引
ひ

き続
つづ

き実施
じっし

していきます。 

 ○ 円滑
えんかつ

なサービス 提 供
ていきょう

を確保
かくほ

するため、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

への必要
ひつよう

な 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や

事業者間
じぎょうしゃかん

の連携
れんけい

の強化
きょうか

を図
はか

っていきます。 

 ○ 地域
ちいき

で暮
く

らす特
とく

に重度
じゅうど

の 障
しょう

がいのある方
かた

を 対 象
たいしょう

として、介護
かいご

サービスの

提 供
ていきょう

の方法
ほうほう

の工夫
くふう

による効率的
こうりつてき

な介護
かいご

時間
じかん

の延 長
えんちょう

について検討
けんとう

していきます。 

 

２ 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス 
 

  障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスについての基本的
きほんてき

な 考
かんが

え方
かた

に基
もと

づき、以下
い か

の視点
してん

に立
た

って、

希望
きぼう

する 障
しょう

がい者
しゃ

に 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービスを 提 供
ていきょう

できるようサービス基盤
きばん

を

整備
せいび

するとともに、質
しつ

の向 上
こうじょう

に努
つと

めます。 

 ○ 既存
きそん

施設
しせつ

の新体系
しんたいけい

への移行
いこう

や新規事
し ん き じ

業 者
ぎょうしゃ

の参 入
さんにゅう

を促進
そくしん

するとともに、身近
みぢか

な地域
ちいき

に必要
ひつよう

な日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

を確保
かくほ

するため、引
ひ

き続
つづ

きサービス基盤
きばん

の整備
せいび

に

努
つと

めていきます。 

 ○ それぞれのニーズに応
おう

じたきめ細
こま

かなサービスを 提 供
ていきょう

するため、先駆的
せんくてき

な

取組
とりくみ

の調査
ちょうさ

・研 究
けんきゅう

をし、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

への周知
しゅうち

・ 働
はたら

きかけを 行
おこな

っていきます。 
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 ○ 円滑
えんかつ

なサービス 提 供
ていきょう

を確保
かくほ

するため、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

への必要
ひつよう

な 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や

事業者間
じぎょうしゃかん

の連携
れんけい

の強化
きょうか

を図
はか

っていきます。 

３ 居 住
きょじゅう

系
けい

サービス 
 

  障
しょう

がいのある方
かた

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を促進
そくしん

するため、以下
い か

の視点
してん

に立
た

って、住
す

まいの場
ば

となる居 住
きょじゅう

系
けい

サービスの充 実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

 ○ 地域
ちいき

での居 住
きょじゅう

の場
ば

となるグループホーム、ケアホーム等
とう

について、北海道
ほっかいどう

、

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

と協 働
きょうどう

し、設置
せっち

を推進
すいしん

していきます。 

 ○ 必要
ひつよう

な施設
しせつ

整備
せいび

については、国
くに

、北海道
ほっかいどう

と調 整
ちょうせい

し、引
ひ

き続
つづ

き実施
じっし

していきま

す。 

４ 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 
 

  障
しょう

がいのある方
かた

の生活
せいかつ

の安心
あんしん

を確保
かくほ

し、自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

に向
む

け、さま

ざまなニーズに対応
たいおう

したサービスを 提 供
ていきょう

するため、以下
い か

の視点
してん

に立
た

って、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の充 実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

 ○ 地域
ちいき

での自立
じりつ

した生活
せいかつ

を支
ささ

えるため、相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

、コミュニケーション支援
しえん

事業
じぎょう

、 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

給付
きゅうふ

事業
じぎょう

、 居 住
きょじゅう

サポート事業
じぎょう

など多彩
たさい

なメニューを引
ひ

き続
つづ

き実施していきます。 

 ○ 相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

を 拡 充
かくじゅう

し、地域
ちいき

における相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

るとともに、

地域
ちいき

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

を活用
かつよう

した地域
ちいき

のネットワークづくりを推進
すいしん

していきます。 

 ○ 個々
こ こ

のニーズに応
おう

じたきめ細
こま

かなサービスの提 供
ていきょう

ができるように、事業
じぎょう

のあ

り方
かた

について適宜
てきぎ

検討
けんとう

していきます。 




